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噛イ．歳出の抑制

①職員人件費の抑制（削減指標：減額（▲）の場合は達成）

概　　要目標額との差実績額目標額達成状況項　　目

定員適正化計画に沿って順調に職員数削減が進ん
だことから、目標額に比べ２００万円削減が進みま
した。

▲２００万円
７７億
７，７００万円

７７億
７，９００万円

達成
職員人件費の削
減

②公債費負担の軽減（削減指標：減額（▲）の場合は達成）　※数値は平成２０年度からの累計額

概　　要目標額との差実績額目標額達成状況項　　目

借換債の借入利率が低かったことから、目標額に
比べ１，１００万円削減が進みました。

▲１，１００万円▲７，４００万円▲６，３００万円達成
普通会計の公債
費の削減

③経常経費の総額抑制（削減指標：減額（▲）の場合は達成）

概　　要目標額との差実績額目標額達成状況項　　目

クリーンセンターの稼動や指定管理者制度への移
行による委託料の増加、原発事故の風評被害対策
などにより、目標額に比べ１１億２，４００万円削減が
進みませんでした。

１１億
２，４００万円

５６億
９，１００万円

４５億
６，７００万円

未達成物件費の削減

④補助金の整理合理化（削減指標：減額（▲）の場合は達成）

概　　要目標額との差実績額目標額達成状況項　　目

既存の補助金は整理統合し改善できましたが、
分譲地公共施設整備事業補助金や在宅介護オア
シス支援事業補助金などが増え、目標額に比べ
９，２００万円削減が進みませんでした。

９，２００万円
８億
９，８００万円

８億
６００万円

改善補助金の削減

⑤特別会計繰出金の抑制（削減指標：減額（▲）の場合は達成）

概　　要目標額との差実績額目標額達成状況項　　目

県補助金の減などにより、目標額に比べ９００万円
削減が進みませんでしたが、運行形態の見直し
などで使用料収入は１，１００万円となり、平成１８年
度（９００万円）より増収させることができました。

９００万円２，５００万円１，６００万円改善
自家用有償バス
事業の基準外繰
出の削減

噛ウ．その他の施策（数値目標などのあるもの）

①都市計画税課税区域等の見直し

概　　要比較
平成２２年度
決算額

平成２１年度
決算額

達成状況項　　目

平成２２年度に課税区域を見直し、都市
計画区域内の下水道供用開始区域を
対象としたことから、前年度に比べ１
億４，０００万円の増収となりました。

１億４，０００万円４億７，０００万円３億３，０００万円達成
都市計画税の課税区域
を平成２２年度に見直す

②財政調整基金依存体質からの脱却

概　　要
繰入（▲）
または積立額

財政調整基金
年度末残高

年度達成状況項　　目

職員定員適正化計画による人件費の
抑制や地方交付税の増額などにより、
各年度とも財政調整基金の繰り入れ
は行わず、計画期間内に約５億円を積
み増すことができました。

－３９億２，０００万円平成２０

達成
財政調整基金繰入額を
各年度１０億円未満とし、
順次逓減していく

７，０００万円３９億９，０００万円平成２１

４億５，０００万円４４億４，０００万円平成２２

０万円４４億４，０００万円平成２３

③合併特例債の計画的な発行

概　　要執行率実績額目標額達成状況項　　目

平成１８～２３年度の６年間の発行額は
およそ１９８億円で、計画期間の前半に
合併振興基金の積み立てやクリーンセ
ンター建設などの大規模事業があった
ため、執行率は７８％と高めですが、ほ
ぼ計画どおりの執行となっています。

７７．９％
１９８億
２，０００万円

２５４億
３，０００万円

未確定

平成２７年度までの合併
特例債の発行について
は、２５４．３億円を目安
とする

（表２の続き）

財政健全化計画の実施状況
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表１：具体的目標および各施策の実施状況

達成状況項　目

１健全な経営基盤の確立
健
全
で
効
率
的
な
経
営

達成①総合計画の策定

達成②財政計画の策定

達成③適正な料金水準の確立

一部達成④未収金残高の縮減

達成⑤計画的な企業債発行

２簡素で効率的な経営体制の構築

達成①組織、事務事業の見直し

達成②人材育成

１水質の安全性確保

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給

達成①水質管理の強化

達成②残留塩素濃度の確保

達成③貯水槽方式給水の適正管理指導

一部達成④直結給水、直結増圧給水の推進

２計画的な施設の整備、更新

達成①中長期的な施設整備計画の策定

達成②計画的な施設更新、改良

達成③老朽化する施設の維持管理

達成④老朽管の更新

３災害・事故対策の強化

達成①危機管理体制の確立

達成②防災訓練の実施

達成③漏水防止対策

１自然エネルギーの活用自
然
環
境
の

保
全 導入見送り①小電力発電装置などの導入検討

２資源リサイクルの推進

達成①浄水場発生土の有効利用

達成②工事で発生する土やアスファルトなどの再利用

１利用者の利便性向上利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

一部達成①多様化するニーズへの的確な対応

導入見送り②水道料金納入の利便性向上

達成③緊急修繕体制の強化

２情報公開の推進

達成①広報活動の充実
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